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＊参考和訳：英文と翻訳内容に齟齬等がある場合には英文が優先します。 

 

コデルコ社コデルコ社コデルコ社コデルコ社はははは、、、、ベンチャーキャピタルファンドの組成にベンチャーキャピタルファンドの組成にベンチャーキャピタルファンドの組成にベンチャーキャピタルファンドの組成に、、、、戦略提携戦略提携戦略提携戦略提携 

パートナーパートナーパートナーパートナーである三井物産である三井物産である三井物産である三井物産を迎えを迎えを迎えを迎え、、、、コルフォコルフォコルフォコルフォ社社社社プログラムプログラムプログラムプログラムのののの活用活用活用活用へへへへ 
 

• コデルコ社が出資する、コデルコ社が出資する、コデルコ社が出資する、コデルコ社が出資する、銅の銅の銅の銅の新規用途開拓新規用途開拓新規用途開拓新規用途開拓、鉱山操業効率向上を促進する、鉱山操業効率向上を促進する、鉱山操業効率向上を促進する、鉱山操業効率向上を促進するベンベンベンベン

チャーキャピタルファンドチャーキャピタルファンドチャーキャピタルファンドチャーキャピタルファンドにににに、、、、今般今般今般今般、、、、三井物産三井物産三井物産三井物産が参画を決定。が参画を決定。が参画を決定。が参画を決定。コルフォコルフォコルフォコルフォ社社社社プロプロプロプロ

グラムグラムグラムグラム活用活用活用活用に向けたに向けたに向けたに向けた準備が整いました。準備が整いました。準備が整いました。準備が整いました。 
 

• コデルコ社コデルコ社コデルコ社コデルコ社とととと三井物産三井物産三井物産三井物産ととととコルフォコルフォコルフォコルフォ社社社社はははは戦略的提携戦略的提携戦略的提携戦略的提携に合意し、今後に合意し、今後に合意し、今後に合意し、今後、、、、共同で共同で共同で共同で新規新規新規新規

事業機会を発掘、検討、評価、推進事業機会を発掘、検討、評価、推進事業機会を発掘、検討、評価、推進事業機会を発掘、検討、評価、推進していきしていきしていきしていきますますますます。。。。 
 

 

チリ国サンティアゴ時間 2014年 7月 31日、Corporación Nacional del Cobre de Chile(以下「コ

デルコ社」)オクタビオ･アラネダ総裁、三井物産株式会社(以下「三井」 )飯島彰己社長、

Corporación de Fomento de la Producción(チリ経済開発公社、以下「コルフォ社」)エドゥアル

ド・ビトラン副総裁は、本日覚書を締結、銅関連イノベーションファンド（以下「本ファン

ド」）に三井物産が参画することを決定し、又、これらイノベーション分野に於ける事業機会を

追求していくことにも合意しました。コデルコ社本社で覚書の署名式が行われ、その後、安倍首

相及びバチェレ大統領の御臨席の下、文書交換式が行われました。 

 

本ファンドは近く運用が開始され、銅の革新的用途の開拓を行う事業や、効率的で競争力向上に

繋がる革新的な鉱山操業技術や、更には銅産業に不可欠な水・電力等の安定供給に向けて取り組

む事業等への投資を行っていきます。運用規模は、最大 80百万米ドルに到達すると期待されてい

ます。 

 

コデルコ社オクタビオ･アラネダ総裁のコメント：「コデルコ社は、グループ会社を通じて実証実

験を行う場を提供し、銅関連イノベーション事業を育て、銅需要を促進させていくことで、人々

と社会に貢献してきました。チリ国は世界最大の銅生産国であり、コデルコ社は世界最大の銅生

産者です。銅鉱山業の維持発展の為には、コデルコ社が取り組むべき課題は多い状況の中、イノ

ベーションとベンチャー事業が、銅産業界の発展、延いてはチリ国経済発展の鍵となると認識し

ています。本ファンドは、銅産業界が抱える課題に対して解決を図り、新たな価値向上に繋がる

ものであるべきです。」 

 

三井物産飯島彰己社長のコメント：「三井物産は、チリ国で事業展開する本ファンドへの参画を

決定しました。チリ国は、技術革新に関して三井物産が大いに貢献できると考えています。チリ

国は鉱山操業の経験値が高く、本ファンドは世界でも良質な事業を創出できると信じています。

コデルコ社とはこれまで構築してきた関係と友情に基づき、日本国とチリ国間の経済関係強化に

も繋げていきたいと考えています。」 

 

本ファンドは、実証実験を行うコデルコ社と、ファンドマネジャーである Aurus S.A. 

Administradora de Fondos de Inversión社(以下「アウルス社」)が主導しています。 

 

コデルコ社販売担当ヴィクトール･ペレス EVP のコメント：「本ファンドの構想は、チリ銅産業

に関連するベンチャー企業の大きな可能性を基に生まれて来たものです。コデルコ社の実証実験

を通じ、銅需要増加・用途拡大に加え、銅をより身近なものにしていくことを目指しています。
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コデルコ社での実証実験は、チリ国内のベンチャー企業の支援に役立ってきました。本ファンド

を通じることで、より多くの企業の支援が可能となり、特に銅新規用途開拓に関わるベンチャー

企業の発展に貢献できると期待します。」 

 

本ファンドは、コデルコ社と三井物産に加え、米州開発銀行(IDB)、ラテンアメリカ開発銀行

(CAF)、ファンドマネジャーであるアウルス社他の出資が纏まったことから、コルフォ社プログラ

ム活用に向けた準備が整いました。 

 

コルフォ社コルフォ社コルフォ社コルフォ社 

コルフォ社エドゥアルド･ビトラン副総裁のコメント：「コルフォ社は、鉱山業発展の支援に注力

しています。チリは世界でも主要な鉱物資源国であり、操業効率を向上させる革新的な技術を開

発し得る企業が発展していく機会に恵まれています。本ファンドは、その様な企業の成長してい

くのをサポートします。」 

 

コルフォ社は、チリ国経済開発庁の機関として融資プログラムを提供するという役割があり、同

社が提供する発展支援プログラムは、高成長が期待できるチリの中小企業の発展を支援するもの

です。 

 

チリ国というイノベーション・技術開拓の土壌チリ国というイノベーション・技術開拓の土壌チリ国というイノベーション・技術開拓の土壌チリ国というイノベーション・技術開拓の土壌 

ファンドマネジャーであるアウルス社は、チリ証券保険監督局の監督下にあり、不動産、株式債

権、ベンチャーキャピタルの三部門で構成されています。 

 

アウルス社は、南米ベンチャー･キャピタルの先駆者であり、素養のある有望企業、成長可能な技

術への投資を実行し、産業界の発展に貢献してきました。ファンドマネジャーとして、戦略に沿

った計画策定から達成迄を実行する優秀なチームが指名され、ファンドの管理を行います。 

 

本ファンドの組成は、コデルコ社が過去6年間取り組んできたテーマの延長線上にあり、銅関連イ

ノベーション事業の更なる発展に繋がるものです。コデルコ社での実証実験が一層強化され、商

品･技術の開発や商業化へのサポートを図ることで、プロジェクトを前進・拡大させていくことが

課題です。 
 

 


